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蒜校生がリポート！ 

ひるこうタイムズ記者 

（取材・撮影・記事執筆） 

蒜山ＡＢＣ部（文化部） 

１年生：青木 

２年生：明村 

※ ●は生徒、●は教員担当の記事 

行事予定 

２月 

２６日（月） AM授業 

２７日(火)～３月１日（金）  

１・２年生学年末考査 

 

３月 

１日（金） ３年生同窓会入会式 

      ３年生学校賞表彰 

      卒業式予行 

３日（日） 卒業式 

４日（月） 代休 

５日（火）～６日(水) 休業日 

７日（木）～８日（金） 一般入学者選抜 

(生徒家庭学習日) 

１３日（水） Start蒜校② 

１８日（月） １・２年生校外学習 

１９日（火） １・２年生進路ガイダンス 

２１日（木） 終業式 

 

※新型コロナウイルス感染症の状況により予

定が急きょ変更されることがあります。 

EVENT ●CPⅡ・蒜山Ⅲ成果発表会・ 

蒜山ミライ会議 

EVENT 

 
●Belive コンテスト 

２月３日(土)に２年生が Belive コンテストに参加しました。 

参加したのは、CPⅡ・蒜山Ⅲ成果発表会でも発表を行った２年

生の「僕らの仮想モノガタリ」グループです。 

事前に学校での内容の細かな修正や、時間 

調整を何度も繰り返し、本番に臨みました。 

 参加生徒は、「他の学校の発表を見て、 

地元への愛を感じました。でも僕たちの方 

が地元愛があります！！！」と感想を述べ 

ていました。 

 

 1 月２６日(土)に蒜山振興局にて２年生、３年生による学校設定教科 CP/蒜山の学びの成果

発表会を行いました。２年生は６班、３年生は１班による活動を行っていました。発表会には、

活動に関わって下さったたくさんの地域の方々にも参加いただきました。 

 発表会の後、生徒会執行部と地域の方とのグループディスカッションの場が設けられました。

机と椅子に座る堅苦しいものではなく、こたつに入って行うというアットホームな雰囲気の中、

「蒜山の推しやその未来」について考えを出し合いました。地域の方々と蒜山校地の生徒の、蒜

山に対する思いを共有しあう貴重な機会となりました。 



      
 

      

EVENT 

 
●“服のチカラ”プロジェクト 

EVENT 

 

EVENT 

 

●鳥取大地域プロジェクト発表会 

●地元食品を使った料理講習会 

2023 年度も、１年生が服のチカラプロジェクトに関わってきました。先月、ユニクロ

から感謝状をいただきました。今年度の取組の結果、全国で約 73 万着もの服が集まりま

した！集まった服はウガンダなど、服を必要としている難民や国内避難民に届けられる

そうです。現地のたくさんの人々が服を受け取るのを楽しみにしてくれていて、実際に

受け取った人からは「新しい服を着ることで自信を持って学校に行くことが出来る」

「皮膚病が減った」などの言葉をもらえていることが分かりました。このように、私た

ち高校生が行ったことが国を超えて誰かの役に立っていると知って良かったと思いま

す。                                 （青木） 

 

2 月１４日(水)にジャージーランドの美甘さんに来てい

ただいて、チーズインハンバーグ、ステーキ、冬野菜の

ポタージュスープ、シュークリームを作りました。 

 ポタージュスープのホワイトソースを作る時、焦げない

ように素早く混ぜる必要があることを教えていただきま

した。ハンバーグはフライパンで焼いた後にオーブンで焼

くことで、中まで火を通すと同時にうま味を閉じ込めるこ

とができました。ソースは焼く時に出た煮汁を使って一か

ら作ったのでとても美味しくできました。 

 食材の品種によって味が変わることや盛りつけも料理

の一部であるということに気付きました。 （参加生徒） 

２月１２日(月)に鳥取大学地域学部地域創造コースによる「地域調

査プロジェクト・報告会」が鳥取県倉吉市倉吉ミライ中心小ホールに

て行われていましたが、蒜山校地の１年生、２年生の希望者が見学に

行きました。 

前半は白壁土蔵群のフィールドワークを行い、後半は倉吉市の活

性化や観光地の持続性などについての大学生の発表を聞かせていた

だけました。進学を目指す高校生にとっては、大学生活を具体的にイ

メージできる貴重な機会となりました。同時に、蒜山校地の授業「CP」

の学びも深化させることに繋がりました。 

 

 

白壁土蔵群では、ボランティア 

ガイドの方に案内してもらったよ！ 


